
告

示

平成™œ年 月š—日 月曜日 第�˜›—号官 報
〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
十
三
号

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
号
）
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
二
十
三
年
内
閣
府
告
示
第
十
五
号
（
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
五
条
第
一
項
第
四
号
の
規

定
に
基
づ
き
、
博
物
館
、
美
術
館
、
図
書
館
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
で
あ
っ
て
、
保
有
す
る
歴
史
的
若
し
く
は

文
化
的
な
資
料
又
は
学
術
研
究
用
の
資
料
に
つ
い
て
同
令
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
適
切
な
管
理
を
行
う
も
の
を
指
定
す

る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
留
学
生
セ
ン
タ
ー
図
書
室
の
項
を
削
る
。

国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
総
合
保
健
体
育
科
学
セ
ン
タ
ー
図
書
室
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
国
際
教
育
交
流
本
部
図
書
室

愛
知
県
名
古
屋
市
千
種
区
不
老
町

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
六
十
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
五
年
九
月
三
十
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

〇
金
融
庁
告
示
第
五
十
四
号

金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百
二
十
一
号
）
第
二
条
の
十
二
の
三
第
四
号
ロ
の
規
定
に
基
づ

き
、
金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
第
二
条
の
十
二
の
三
第
四
号
ロ
に
規
定
す
る
外
国
の
金
融
商
品
取
引
所
を
指
定
す
る
件

（
平
成
二
十
二
年
金
融
庁
告
示
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日
か
ら
適

用
す
る
。

平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

第
一
号
中
ト
を
ヲ
と
し
、
ヘ
を
ル
と
し
、
ホ
を
リ
と
し
、
リ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ

ボ
ル
サ
イ
タ
リ
ア
ー
ナ

第
一
号
中
ニ
を
ト
と
し
、
ト
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

チ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ス
ト
ッ
ク
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
ユ
ー
ロ
ネ
ク
ス
ト
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

第
一
号
中
ハ
を
ニ
と
し
、
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

ナ
ス
ダ
ッ
ク
オ
ー
エ
ム
エ
ッ
ク
ス
ヘ
ル
シ
ン
キ

ヘ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ス
ト
ッ
ク
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
ユ
ー
ロ
ネ
ク
ス
ト
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

第
一
号
中
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

オ
ス
ロ
ボ
ー
シ
ュ

〇
金
融
庁
告
示
第
五
十
五
号

平
成
十
四
年
金
融
庁
告
示
第
三
十
五
号
（
銀
行
法
施
行
令
第
十
七
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
を
適
用

し
な
い
金
融
庁
長
官
の
権
限
等
を
定
め
る
件
）
等
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
適

用
す
る
。

平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

次
に
掲
げ
る
告
示
の
規
定
中
「
ソ
シ
エ
テ

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
信
託
銀
行
株
式
会
社
」
を
「
株
式
会
社
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
信
託
銀

行
」
に
改
め
る
。

一

平
成
十
四
年
金
融
庁
告
示
第
三
十
五
号
第
一
条
の
表
一
の
項

二

平
成
十
三
年
金
融
庁
告
示
第
十
七
号
（
預
金
保
険
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
金
融
庁

長
官
が
別
に
指
定
す
る
も
の
を
定
め
る
件
）
本
則

三

平
成
十
四
年
金
融
庁
告
示
第
八
十
三
号
（
金
融
機
関
等
の
組
織
再
編
成
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
第

五
条
の
規
定
に
基
づ
き
金
融
庁
長
官
が
指
定
す
る
金
融
機
関
等
を
定
め
る
件
）
本
則

四

平
成
十
六
年
金
融
庁
告
示
第
四
十
四
号
（
金
融
機
能
の
強
化
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
三
十

九
条
の
規
定
に
基
づ
き
金
融
庁
長
官
が
指
定
す
る
金
融
機
関
等
を
定
め
る
件
）
本
則

五

平
成
十
六
年
金
融
庁
告
示
第
七
十
七
号
（
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
金
融
庁
長
官
の
指
定
す
る
信
託
業
務
を
営
む
金
融
機
関
を
定
め
る
件
）
第
八
号

六

平
成
十
九
年
金
融
庁
告
示
第
六
十
八
号
（
担
保
付
社
債
信
託
法
施
行
令
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
金
融

庁
長
官
の
指
定
す
る
信
託
会
社
を
定
め
る
件
）
第
十
二
号

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
七
十
号

地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十

五
号
）
第
七
条
の
十
七
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
社
会

福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
百
十
三

条
第
二
項
に
規
定
す
る
共
同
募
金
会
が
平
成
二
十
五
年
十

月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
募
集
す

る
次
の
寄
附
金
を
寄
附
金
税
額
控
除
額
の
控
除
の
対
象
と

な
る
寄
附
金
と
し
て
承
認
し
、
平
成
二
十
六
年
度
分
の
個

人
の
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
に
つ
い
て
適
用
す

る
。平

成
二
十
五
年
九
月
三
十
日総

務
大
臣

新
藤

義
孝

社
会
福
祉
事
業
又
は
更
生
保
護
事
業
を
営
む
こ
と
を
主

た
る
目
的
と
す
る
者
の
こ
れ
ら
の
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る

土
地
、
建
物
及
び
機
械
そ
の
他
の
設
備
の
取
得
若
し
く
は

改
良
の
費
用
又
は
こ
れ
ら
の
事
業
に
係
る
経
常
的
経
費
に

充
て
る
た
め
の
寄
附
金

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
七
十
一
号

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
自
治
省
令

第
三
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
、
第
三
条
、
第
五
条
、
第

五
条
の
二
、
第
七
条
、
第
十
二
条
、
第
十
六
条
か
ら
第
二

十
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
の
三
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十

六
条
、
第
二
十
七
条
の
三
及
び
第
四
十
二
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
た
送
信
又
は
磁
気
デ
ィ
ス

ク
の
送
付
の
方
法
並
び
に
磁
気
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
及
び

そ
の
保
存
の
方
法
に
関
す
る
技
術
的
基
準
（
平
成
十
四
年

総
務
省
告
示
第
三
百
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日総

務
大
臣

新
藤

義
孝

第
４
の
４
]
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

]
端
末
機
の
操
作
者
の
確
認

１
端
末
機
の
取
扱
い
に
際
し
て
は
、
操
作
者
が
正

当
な
ア
ク
セ
ス
権
限
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
指

紋
、
手
の
静
脈
そ
の
他
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と

が
で
き
る
情
報
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
。
ま
た
、

当
該
情
報
を
適
切
に
管
理
し
、
外
部
に
漏
え
い
す

る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
こ

と
。

２
１
の
確
認
が
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
著

し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
操
作
者
に
つ
い

て
は
、
端
末
機
の
管
理
を
行
う
責
任
者
の
承
認
を

受
け
、
識
別
符
号
及
び
暗
証
符
号
に
よ
り
確
認
す

る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
識
別
符

号
及
び
当
該
暗
証
符
号
の
管
理
方
法
を
定
め
、
操

作
者
は
当
該
管
理
方
法
を
遵
守
す
る
こ
と
。

第
４
の
４
^
及
び
第
４
の
４
_
を
削
り
、
第
４
の
４
`

を
第
４
の
４
^
と
し
、第
４
の
４
a
を
第
４
の
４
_
と
し
、

第
４
の
４
b
を
第
４
の
４
`
と
し
、
第
４
の
４
c
を
第
４

の
４
a
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
電
気
通
信
回
線
を
通
じ

た
送
信
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
の
送
付
の
方
法
並
び
に
磁

気
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
及
び
そ
の
保
存
の
方
法
に
関
す

る
技
術
的
基
準
第
４
の
４
]
か
ら
第
４
の
４
_
ま
で
の

規
定
は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
第
４
の
４
]
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
七
十
二
号

電
子
署
名
に
係
る
地
方
公
共
団
体
の
認
証
業
務
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則（
平
成
十
五
年
総
務
省
令
第
百
二
十
号
）

第
十
三
条
第
一
号
及
び
第
二
十
五
条
第
一
号
を
実
施
す
る

た
め
、
認
証
業
務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
の
実
施
に

関
す
る
技
術
的
基
準
（
平
成
十
五
年
総
務
省
告
示
第
七
百

六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら

施
行
す
る
。

平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日総

務
大
臣

新
藤

義
孝

第
十
四
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

入
室
す
る
二
以
上
の
者
の
指
紋
、
手
の
静
脈
そ

の
他
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
を

照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
入
室
が
可
能
と
な
る
こ

と
。

第
二
十
六
条
第
一
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

入
室
す
る
二
以
上
の
者
の
指
紋
、
手
の
静
脈

そ
の
他
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
情

報
を
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
入
室
が
可
能
と

な
る
こ
と
。
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